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大 沼 郡
三 島 町

三島町は、福島県の西部を流れる只
見川沿いの小さな町です。優良な「会
津桐」の産地として知られるほか、
小正月の行事「サイノカミ」や、野
山の材料で作る「編み組細工」など
の伝統が受け継がれ、「日本で最も
美しい村」連合に加盟しています。
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など

第 52 回志津倉山開き第 52 回志津倉山開き

　６月５日「志津倉山開き」が 3 年振りに開催されま

した。当日は雨が心配されましたが、天候にも恵まれ、

そよ風と木漏れ日が気持ちの良い一日となりました。

山開きには約 80 名の方が参加し、それぞれのペース

で登山を楽しみました。



株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

ア
ウ
ト
ド
ア
を
生
か
し
た
連
携
を
目
指
す

　

当
町
は
６
月
２
日
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
の

大
手
企
業
、
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
会
津
地
域
13
市

町
村
が
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
協
定
を
締
結
し
、

同
時
に
「
人
生
１
０
０
年
時
代　

会
津
・
モ

ン
ベ
ル
広
域
連
携
共
同
宣
言
」
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
締
結
式
は
道
の
駅
あ
い
づ
湯
川
・
会

津
坂
下
で
行
わ
れ
、
モ
ン
ベ
ル
の
創
業
者
で

あ
る
辰
野
勇
会
長
、
高
野
武
彦
県
会
津
地
方

振
興
局
長
、
各
市
町
村
長
が
出
席
し
、
協
定

書
と
共
同
宣
言
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

包
括
連
携
協
定
は
、
モ
ン
ベ
ル
が
掲
げ
る

「
ア
ウ
ト
ド
ア
の
持
つ
７
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

を
軸
に
各
自
治
体
と
連
携
し
、
自
然
体
験
に

よ
る
健
康
増
進
、子
ど
も
の
育
成
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、
地
域
活
性
化

と
生
活
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
全
国
１
０
０
カ
所
以
上

と
締
結
し
て
お
り
、
今
年
４
月
６
日
に
は
福

島
県
と
も
締
結
し
ま
し
た
。
ま
た
１
０
６
万

人
に
達
し
て
い
る
モ
ン
ベ
ル
の
有
料
会
員
へ

の
Ｐ
Ｒ
を
生
か
し
た
事
業
展
開
の
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
モ
ン
ベ
ル
で
は
、
愛
用
者
も
多

い
自
社
の
商
品
（
テ
ン
ト
・
寝
袋
・
防
寒
着

７つのミッション
○自然環境保全意識の醸成
○子どもたちに生きる力の育成
○健康寿命の増進
○自然災害への対応力の向上
○地域の魅力発信とエコツーリズ
　ムの促進
○農林水産業の活性化
○高齢者・障がい者のバリアフリー
　実現

協定締結式後、飯豊連峰をバックに記念撮影し、道の駅あいづ湯川・会津坂下から勝常寺までのサイクリン
グと見学で交流を深めた株式会社モンベルの辰野勇会長（右から 7 人目）と会津 13 市町村の首長

等
）
は
、
災
害
対
応
に
も
活
用
で
き
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

辰
野
会
長
は
４
月
６
日
に
行
わ
れ
た
意
見

交
換
会
で
講
話
し
、「
自
然
が
き
れ
い
な
の

は
ど
こ
に
で
も
あ
る
。
人
の
熱
意
が
人
を
動

か
し
、
人
に
会
い
た
い
気
持
ち
が
リ
ピ
ー

タ
ー
を
生
む
。
交
流
人
口
と
皆
さ
ん
言
い
ま

す
が
、
地
元
の
方
が
喜
ぶ
こ
と
が
一
番
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

当
町
に
お
い
て
は
、
志
津
倉
山
や
美
坂
高

原
な
ど
の
自
然
環
境
を
生
か
し
、
広
域
連
携

も
含
め
モ
ン
ベ
ル
と
の
有
効
な
連
携
方
法
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ご寄附ありがとうございました
佐久間建設工業（株）が町と日本赤十字社に寄附

　佐久間建設工業㈱から町と日本赤十字社へ多額の寄
附金が贈呈されました。５月 30 日に佐久間源一郎会
長と佐藤岩男社長が役場を訪れ、矢澤源成町長に手渡
しました。

▶  

佐
藤
社
長
（
左
）、

　

  

佐
久
間
会
長
（
中
央
）、

　

  

矢
澤
町
長
（
右
）

第一只見川橋梁ビューポイントなどを現地視察
内堀雅雄福島県知事が来町

　６月８日に内堀知事が来町し道の駅周辺の現地視察
を行いました。矢澤町長が、第一只見川橋梁ビューポ
イントと道の駅周辺の駐車場拡張整備予定地、ガソリ
ンスタンド整備予定地について説明しました。内堀知
事は、矢澤町長の説明を受け、今後の展開に期待を込
めているようでした。

日頃の練習の成果を発揮！
三島中学校【全会津中学校体育大会】

　三島中学校男子バレーボール部と三島中学校男子・
女子卓球部がそれぞれの競技で「全会津中学校体育大
会」に出場しました。
　男子バレーボール部は決勝戦まで快進撃で見事準
優勝、女子卓球部は団体戦で第３位とオープンダブル
スで出場した片山千愛さん（桧原）と吹上媛香さん（中
平）が第３位と好成績を収め、男子バレーボール部と
女子卓球部オープンダブルスの 2 名は、７月 22 日か
ら開催される県大会へ出場します。

▶ 

第
一
只
見
川
橋
梁
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
視
察
す
る
内
堀
知

事
（
左
）
と
矢
澤
町
長
（
右
）

まちの話題

▶ 

三
島
中
学
校
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
皆
さ
ん

▶ 

三
島
中
学
校
女
子
卓
球

部
の
皆
さ
ん

交通教育専門員　交通事故防止に尽力
栗城功さんが永年勤続会員表彰を受賞

　栗城功さん（宮下）が、三島町交通教育専門員として３期（９年）
勤めた功績をたたえられ、福島県交通教育専門員連絡協議会より永
年勤続会員表彰を受賞し、６月 14 日に矢澤町長へ報告しました。
　栗城さんは、平成 25 年４月１日に交通教育専門員を任命されて
以来、現在４期（10 年）目を迎え、児童生徒の登下校時の見守りや、
街頭での交通安全指導などに日々ご尽力されています。

▶ 

栗
城
功
さ
ん
（
左
）
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移住体験ツアー２０２２春
　空き家の利活用や解体を進める際に、立ちはだか
る課題。それは「片づけ」ではないでしょうか。実
際、空き家相談を受ける中で、よく耳にするのが「片
づけができていない」というお話です。また、人生
１００年時代と言われる昨今、空き家所有者でなく
とも、誰もが必ず直面するのが「片づけ」ではない
でしょうか。
　今回は、「実家の片づけ講師」としてご活躍してい
る渡部亜矢氏をお招きし、空き家や実家の片づけ、
生前整理についてご講演いただきます。皆さま、ぜ
ひお誘いあわせの上ご参加いただき、一緒に片づけ
の一歩を踏み出しましょう！
　日時：令和４年 8 月１２日（金）　
         　１０：００～
　会場：三島町町民センター大ホール

空き家セミナー２０２２ 
「片づけの一歩を踏み出そう！」

第一部　１０：００～１１：３０
　・　入場無料、予約不要
　・　講師：一般社団法人実家片づけ整理協会
　　　　　　代表理事　渡部亜矢氏　
1965 年神奈川県生まれ。東京在住。都市銀行で住宅融
資業務、出版社の編集者等を経て、片づけが苦手な人
向けの講座を開講。
図書コーナーゆめポケットにご著書があります！

『カツオが磯野家を片づける日
～後悔しない「親の家」片づけ入門～』
SB クリエイティブ

町民、町内に空き家を所有している方
は、どなたでもご参加いただけます！

第二部　１１：３０～　個別相談
　①　司法書士矢木寅雄氏による個別相談
　　・　事前予約制の先着順
　　・　１組２０分、３組限定
　　・　相続及び登記関係等についての相談
　②　職員による個別相談
　　・　予約は必要ありません。その場で順
　　　　次お伺いします。
　　・　空き家・空き地バンク、空き家に係
　　　　る補助制度等についての相談

◆予約・ お問い合わせ先 ◆
地域政策課　地域政策係　☏（48）5533

所有者よし ・入居者よし ・地域よしの三方よしで三島よしの空き家対策

　今年度、移住促進事業の一つとして、四季を通して三島町に来ていただき、
地元の方々や先輩移住者との交流等を通して、三島町の暮らしや文化、魅
力を感じてもらうツアーを企画しました。
　第１回目を 5 月２７日 ( 金 ) ～２９日 ( 日 ) の 2 泊 3 日で実施し、今回は、
ものづくりや家庭菜園等に興味があり、会津や奥会津エリアを移住先として考え

ている 3 名の方にご参加いただきました。

初日　
【手彫りの菓子皿づくり】
生活工芸館にて、ものづくり
文化が根付く三島町ならでは
のものづくり体験をしました。

2 日目
早戸地区を訪問し、神々の道を案内していただきながら、地区の歴史
や文化に触れたり、地区の方々との交流を楽しみました。また、午後
は「三島町空き家・空き地バンク」に登録されている空き家物件２件
をご紹介しました。

• 初めての宿泊滞在でしたが、町を案内してい
ただいたり、ものづくり体験を通して、小さ
な町の中に多くの魅力があると感じた。

• 森、川、水、空気、人、気持ちが良く、豊か
さを感じました。

• スタッフ、関係者の皆様が親切、丁寧で大変
良い時間を過ごせました。

参加者の方の感想

３日目　　桐の里ウォークに参加しました。

　今後、ツアーにて積極的に空き家を紹介し
ていきたいと考えています。
　活用予定のない空き家をお持ちの場合は、ぜ
ひ、ご相談ください。　
　また、移住体験ツアーの受け入れにご興味の
ある方や地区がありましたら、ぜひ地域政策課
へお声がけください。

今後のツアーの予定
　毎回、ものづくり体験と三島の暮らしや文
化に触れる機会を準備し、空き家見学を含む
町内散策や地元の方々、先輩移住者との交流
を予定しています。

夏
９月２日 ( 金 )
　　　　～４日 ( 日 )
ヒロロ採取と縄ない

秋　
１１月３日 ( 木 )
　　　　～５日 ( 土 )
蕎麦脱穀体験
手彫りスプーン作り 冬

１月１４日 ( 土 )　
　　　　～１６日 ( 月 )
サイノカミに参加
マタタビでドリッパー作り

5 広報みしま 2022.7 2022.7広報みしま 4



町民記者通信

　緑の中を気持ちよく散策できるように～遊歩道の整備～（５月30日） 小島  純（宮下）

　宮下地区美観担当の佐久間宗一氏が
「まちづくり応援隊」の協力を得て、国

道 252 号線沿いにある種蒔桜遊歩道の
整備作業を行いました。
　併せて、国道から三島神社に降りて行
く 100 段の階段の落ち葉や苔等も取り除
き、見違えるように綺麗になって、気持
ち良く昇り降りできるようになりました。

　花いっぱい活動「コスモスの種・花植え」（６月５日） 佐久間  絹江（滝原）

　今年もボランティアこぶしの会の活動の一環
として、国道沿いにコスモスの種・苗を植えまし
た。地区入口の待避所には種を、集会所より早
戸方面へは、10 ～ 20cm 程に成長した苗を植え
ました。峠に位置する滝原は、曲がりくねった山
道をスピードを押さえて走ってきた車が、ホッと
一安心、アクセルに力を込めたい心情になるよ
うです。道中も広くない小さな地区ですが、道
路沿いの花々に心を癒されて安全運転で通行し
てほしいものです。
　話しは変わりますが、５月連休後から活動を再
開した滝原グランドゴルフクラブ。今年度も各地
区からの参加者を交えて、週２回の活動と月末
の大会を目標に皆さん笑顔で汗を流しています。

こらんしょ運動教室で

ズンバ開催 !
　ズンバとは、ラテン系の音楽に合わせて踊る
ダンス系のエクササイズで、体幹を鍛える有酸
素運動です。
　健康運動指導士の佐藤正子先生（会津若松市
在住）にご指導いただき、ズンバで汗を流した
後は、器具を用いての筋膜リリース（筋膜を解
きほぐし筋肉を動きやすくする）も行います。体
脂肪が気になる方、筋力の衰えを実感されてい
る方、一緒に楽しく筋肉トレーニングに取り組み
ましょう。
　申込は不要ですので、興味のある方はぜひご
参加ください。

開催日 時　間 場　所

  ７月   ８日㊎

10：30 ～ 町民センター

  ８月   ５日㊎

  ９月   ９日㊎

 10 月 21 日㊎

 11 月 18 日㊎

 12 月   ９日㊎

  １月  13 日㊎

  ２月  10 日㊎

  ３月  10 日㊎

♪
♬

♪

♬ 問三島町地域包括支援センター　☎（48）5045

　一年間の泥をスッキリと（６月５日） 小島  純（宮下）

　晴天に恵まれた日に、宮下地区委員と
町消防団宮下班の協力を得て、倉掛水
路の土砂上げ作業を行いました。
　毎年行われる作業で、水路に溜まった
１年分の土砂を地区委員と班員が交代し
ながら排出作業し、汗を流しました。
　班員の若いパワーで予定より早い時間
で作業を終えることができました。

町民記者通信

　地区の入口と視点場を整備（６月10日） 小島  純（宮下）

　宮下地区では、町への入口となる大
登ロータリーの草刈りとアーチ三橋台

（兄弟）の視点場の整備作業を行いまし
た。委員はそれぞれ草刈り機と熊手を
使い、作業に汗を流しました。
　アーチ三兄弟の視点場は、年々撮影
に訪れる人が増えており、きれいに整備
された視点場で気持ち良く撮影できる
ことと思います。
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白
い
葉
っ
ぱ

  

工
芸
館
だ
よ
り
⑭  

～
も
の
づ
く
り
の
伝
承
～

　

町
内
の
各
所
で
白
い
葉
っ
ぱ
を
見
か
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
は
き
っ
と
マ
タ
タ
ビ
の
葉
っ

ぱ
で
す
。
初
夏
か
ら
葉
の
一
部
を
白
く
変
化
さ
せ
、

マ
タ
タ
ビ
が
生
え
て
い
る
場
所
を
教
え
て
く
れ
ま

す
。
ど
う
や
ら
本
当
は
花
粉
を
運
ぶ
虫
に
気
づ
い

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　

工
人
さ
ん
は
こ
の
白
を
目
印
に
マ
タ
タ
ビ
の
在

り
か
を
記
憶
し
、
冬
の
雪
の
降
る
前
に
材
料
と
り

を
行
い
ま
す
。
道
沿
い
の
よ
う
な
拓
け
た
場
所
で

見
か
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
散
歩
や
山
に
行
か
れ

る
際
に
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ち
な
み
に
猫
が
マ
タ
タ
ビ
を
好
き
な
理
由
は
、

マ
タ
タ
ビ
の
葉
に
蚊
よ
け
の
成
分
が
入
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
証
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。〔
出
典
〕

福
島
民
友

　

本
格
的
な
夏
の
到
来
と
と
も
に

雨
の
日
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
雨

は
、
登
山
や
岩
登
り
が
趣
味
の
私

に
と
っ
て
天
敵
の
よ
う
な
も
の
で

す
が
、
他
方
で
貴
重
な
水
資
源
を

生
み
、
農
作
物
や
森
林
な
ど
を
育

む
自
然
界
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

最
近
は
気
候
変
動
の
影
響
も
あ
っ

て
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
る

大
規
模
な
水
害
が
増
え
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
よ
う
な
雨
に
は
な
ら

な
い
よ
う
に
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
、
先
月
５
日
に

開
催
さ
れ
た
志
津
倉
山
開
き
に
つ

い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
と

い
う
の
も
、
実
は
今
年
か
ら
「
志

津
倉
山
の
会
」に
入
会
し
ま
し
て
、

チ
ラ
シ
作
り
や
登
山
整
備
な
ど
の

準
備
や
当
日
の
登
山
者
支
援
に
て

活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
誌

志
津
倉
山
開
き

山  
本　

敬た
か  

晴は
る 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
今
年
は
３
年
振

り
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年

移
住
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
は
初

め
て
の
志
津
倉
山
開
き
。
そ
の
２

日
前
の
登
山
道
整
備
で
は
豪
雨
に

打
た
れ
た
た
め
、
と
に
か
く
天
気

が
気
掛
か
り
で
し
た
が
、
当
日
は

絶
好
の
登
山
日
和
と
な
り
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
も
満
足
さ
れ
た
ご
様

子
で
し
た
。
私
自
身
は
、
運
営
側

で
山
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
初
め
て

で
し
た
が
、
皆
さ
ん
か
ら
「
と
て

も
良
か
っ
た
よ
！
」「
登
山
道
の

整
備
を
あ
り
が
と
う
！
」
な
ど
う

れ
し
い
お
声
を
い
た
だ
い
て
、
こ

う
い
っ
た
形
で
山
に
関
わ
る
こ
と

も
良
い
も
の
だ
な
ぁ
と
感
じ
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

▲  志津倉山：雨乞岩

７月 23 日㊏「手びねりでつくる陶器」
８月 14 日㊐  夏休みスペシャル
　　　　　　「５連ゴム鉄砲つくりとみしま競技大会」

受講者募集中！詳しくは問い合わせ先まで。

問三島町生活工芸館　☎（48）5502

町民アカデミー講座のご案内

 

町民センターゆめぽけっと
図書のご案内図書のご案内

健康で元気な毎日！
vol.69

町民課保健福祉係　☎４８－５５６５
熱中症予防のポイント

問 公民館  ☎（48）5599

●図書の紹介●図書の紹介

最後は会って
さよならをしよう

著：神田  澪

ひとり旅日和
縁結び！

著：秋川滝美

●今月のおすすめ●今月のおすすめ

神
かむさり

去なあなあ日常

著：三浦しをん
　 高校卒業と同時に平野勇気が放り込
まれたのは三重県の山奥にある神去村。
美人の産地・神去村でチェーンソー片
手に山仕事。先輩の鉄拳、ダニやヒル
の襲来。林業に従事し、自然を相手に
生きてきた人々に出会う。

●利用時間　　　　　　　　　　●お休み
　㊊～㊎　午前９時～午後９時　　年末年始
　㊏㊐㊗　午前９時～午後５時

朝 1 分間、
30 の習慣。

著：マツダミヒロ

マスクについて

　熱中症は気温が高いなどの環境下で、体温調節の機能がうまく働かず、体内に熱がこもってしまう
ことで起こります。小さな子どもや高齢者、病気の方などは特に熱中症になりやすいため注意が必要
です。

暑さ対策をしっかりと！

　マスク着用時は激しい運動や作業を避け、屋外で人と十分な距離（２m 以上）
を確保できるときは、マスクを外して過ごしましょう。

・涼しい服装、日傘や帽子を活用しましょう。
・エアコンを活用しましょう。（環境省では、室内温度は 28℃を推奨しています。）
・風通しを良くするため、扇風機や換気扇を併用し、こまめに換気を行いましょう。

こまめな水分補給が大切です！

　一気飲みは体に負担がかかります。1 時間ごとにコップ１杯程度、こまめな水
分補給を心掛けましょう。

体調管理について

　体温測定、健康チェックをし、体調が悪い時は無理をせず
涼しい環境で過ごしましょう。

農作業は
涼しい時間帯に！
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町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り

第78回

宮
下
（
臨
時
）
土
木
監
督
所

ご
家
庭
に
古
い
文
書
や
写
真
な
ど
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

☎（
52
）２
１
６
５

　

宮
下
に
あ
る
宮
下
土
木
事
務
所
（
福

島
県
）
の
前
身
と
な
る
宮
下
臨
時
土

木
監
督
所
が
で
き
た
の
は
昭
和
七
年

（
一
九
三
三
）
九
月
十
二
日
の
こ
と
で

す
。
同
月
二
十
五
日
に
は
、
西
川
村
外

二
ヶ
村
組
合
（
後
の
宮
下
村
）
の
長
で

あ
る
渡
部
禎
二
氏
・
中
ノ
川
村
一
ヶ
村

組
合
（
後
の
西
山
村
）
の
長
で
あ
る
金

子
卯
吉
氏
・
西
方
村
長
の
山
内
政
記
氏

の
三
名
が
発
起
人
と
な
り
、
宮
下
の
細

川
旅
館
に
お
い
て
土
木
監
督
所
員
と
開

所
記
念
の
祝
賀
会
を
催
し
て
い
ま
す
。

　

翌
八
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
宮
下
臨
時

土
木
監
督
所
の
『
管
内
一
班
』
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
喜
多
方
と
田
島
の
土
木

監
督
所
の
管か
ん
か
つ轄
と
し
て
宮
下
・
川
口
・

只
見
に
技
術
員
を
駐
在
さ
せ
て
い
ま
し

た
が
、
分
割
し
て
宮
下
臨
時
土
木
監
督

所
を
設
置
し
、
八
年
四
月
に
は
柳
津
村

も
管
内
に
編
入
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

宮
下
に
仮
庁
舎
を
定
め
た
理
由
は
大
沼

郡
中
西
部
に
位
置
す
る
こ
と
、
積
雪
多

量
で
交
通
が
不
便
で
あ
る
も
の
の
、
鉄

道
駅
の
あ
る
柳
津
ま
で
定
期
自
動
車
が

あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
（
会
津
柳

津
駅
は
昭
和
三
年
に
延
伸
、
会
津
宮
下

駅
は
昭
和
十
六
年
に
延
伸
、
当
時
の
管

内
に
お
け
る
乗
合
自
動
車
運
行
は
図
参

照
）。
管
轄
村
は
大
沼
郡
十
二
村
・
河

沼
郡
一
村
で
（
表
参
照
）、
現
在
の
三

島
町
・
金
山
町
・
昭
和
村
・
柳
津
町
と

な
り
ま
す
。

　

宮
下
臨
時
土
木
監
督
所
へ
の
近
隣
村

の
期
待
は
大
き
か
っ
た
の
か
、
八
年
六

月
に
は
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ト
ソ
ン
の

オ
ー
ト
バ
イ
（
サ
イ
ド
カ
ー
付
）
一

台
が
監
督
所
の
備
品
と
し
て
西
川
村

外
二
ヶ
村
組
合
長
名
義
で
寄
附
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
八
月
に
は
、
宮
下
に

三
千
五
百
円
の
予
算
で
監
督
所
庁
舎
を

新
築
し
、
そ
の
費
用
は
全
額
各
村
か
ら

の
寄
附
金
と
す
る
と
い
っ
た
協
議
決
定

が
為な

さ
れ
ま
し
た
。
西
川
村
外
二
ヶ
村

組
合
は
千
五
百
円
、
西
方
村
は
二
百
円

の
募
集
額
を
割
り
当
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
庁
舎
は
十
二
月
二
十
二
日
に
落
成

し
二
十
三
日
に
移
転
、
寄
附
金
に
つ
い

て
は
翌
九
年
一
月
十
日
ま
で
に
川
口
村

の
土
木
請
負
人
で
あ
る
長
谷
川
源
太
郎

氏
へ
支
払
う
よ
う
に
と
の
西
川
村
外

二
ヶ
村
組
合
長
か
ら
各
村
長
に
宛
て
た

依
頼
文
書
が
遺の
こ

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
は
〝
臨
時
〟

で
は
な
い
宮
下
土
木
監
督
所
に
昇
格
、

同
年
六
月
十
日
に
は
そ
の
祝
い
を
宮
下

小
学
校
講
堂
に
お
い
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
庁
舎
は
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四

月
十
一
日
、い
わ
ゆ
る
「
宮
下
の
大
火
」

に
よ
り
焼
失
。
翌
十
八
年
の
十
二
月
に

現
在
会
津
信
用
金
庫
宮
下
支
店
が
あ
る

あ
た
り
に
移
り
、三
十
年
（
一
九
五
五
）

に
土
木
事
務
所
に
改
称
、
四
十
三
年

（
一
九
六
八
）
に
は
現
在
地
に
庁
舎
を

新
築
し
移
転
し
ま
し
た
。

（
三
島
町
史
編
さ
ん
室
）

昭和８、17 年宮下（臨時）土木監督所
管轄町村

昭和 8 年 昭和 17 年

大沼郡

西川村

宮下村原谷村

三谷村

西方村 西方村

横田村
横田村

大滝村

沼沢村 沼沢村

川口村 川口村

本名村 本名村

昭和村 昭和村

東川村
西山村

中ノ川村

河沼郡 柳津村 柳津町

（宮下（臨時）土木監督所
各年の『管内一班』より）

管内乗合自動車運行略図
（昭和８年宮下臨時土木監督所の『管内一班』より）

三島町地域循環のイメージ

地域循環コラム　第１回
～ 森林資源の利活用の必要性は？ ～

　三島町地域おこし協力隊で、町の地域循環業務を担当している山本です。
　町では、以前から森林などの地域資源を活用した環境と調和した町づくりを進めており、現在は「三
島町地域循環共生圏推進協議会」にて、地域資源の利活用に関する取り組みを検討しています。
　また、今年５月１日には、2050 年までの町内二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指す「三島町ゼロカー
ボンビジョン」を策定し、同月 26 日には「三島町 2050 ゼロカーボン」を宣言しました。そのような地
域循環やゼロカーボンに係わる取り組みを、町民の皆さまにも知っていただき、ご協力いただけるように、
今月号より本コラムにて情報発信していきたいと思います。

　さて、今回は第１回目ということで、地域循環やゼロカーボンの取り組みでもよく話に上がる森林資
源の利活用ですが、そもそも何故そのような取り組みが必要なのか改めてお伝えしたいと思います。

■ なぜ森林資源なのか？
　　町の総面積の約９割が森林ということで、町で採れる豊富な資源となります。さらに、管理ができ
　ていない森林が増え、伐採適齢期を迎えた森林も数多くあります。このことからも森林資源の積極的
　な利活用が求められています。

■ 森林の管理は必要か？

　　森林を管理せずにそのまま放置してはいけないのか？ということも聞きますが、そのことによって
　災害リスクが高まり、私たちの生活の安全面に係わってきます。間伐や枝打ちをしないことで、光が
　入らずに林床の下草が育たない森林となり、土石流が発生しやすい状態になるとよく言われています。
　さらには土石流の発生による河川の荒廃で、水資源にも影響があるとも言われています。

■ 町の方向性について

　　適切な森林を管理していくことは、木材としての価値が上がる以外にも防災面の向上や水資源を育
　むなど、多様な価値を生み出すため、森林整備を進めていく必要があります。そして、その森林整備
　で搬出した木材の利活用も重要になっており、建物の用材や合板材で利用できないものは、エネルギー
　として利用し、余すことなく資源を活用していく方向で検討しています。
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会津若松地方広域市町村圏整備組合

会津若松地方広域市町村圏整備組合（消防本部）

  問会津若松地方広域市町村圏整備組合
　  事務局総務課総務係 ☎ 0242-24-6311

事務局職員（行政職）募集 令和５年４月採用予定の職員を募集します。

１ 採用職種及び採用予定人数

職　種 採用予定人員 職　務　内　容

行政職 ２名程度 総務課・環境センター・用水供給課でそれぞれの業務に従事

　
　

Inform
ation

２ 受験資格（行政職）
　高校卒業程度の学力を有する方で、平成７年４月２日
　から平成 17 年４月１日までに生まれた者。

３ 試験申込書の請求
　会津若松地方広域市町村圏整備組合事務局・消防本部・
　消防署・分署・出張所・市町村役場で交付します。
　整備組合のホームページ（アドレス http://www.aizu-
　kouiki.jp）から受験案内・試験申込書をダウンロード
　することができます。

４ 郵送を希望する場合
　封筒の表に「採用試験用紙請求」と朱書きし 120
　円分の切手を貼った宛名明記の返信用封筒（A ４
　判大）を同封し、会津若松地方広域市町村圏整備
　組合事務局総務課総務係（〒 965-0037　会津若
　松市中央三丁目 10-12）へ郵送で請求してくださ
　い。

５ 受付期間
　令和４年７月 13 日㊌～令和４年８月 12 日㊎まで
　（執務時間中に限ります。執務時間８時 30 分から 17
　時 15 分まで）ただし、土曜日、日曜日及び祝日は除
　きます。
　郵便による申込書提出の場合は、令和４年８月 10 日
　㊌の消印があるものまで受付けます。

６ 第１次試験
　と　き　令和４年９月 18 日㊐
　ところ　会津大学　／　内　容　　教養試験
　※新型コロナウィルス感染症の影響により、採用試験
　　の日程、会場等を変更する場合があります。その場
　　合は、整備組合のホームページで周知するとともに、
　　申込時の連絡先等に連絡いたします。

  問会津若松地方広域市町村圏整備組合
　 消防本部総務課総務グループ
　 ☎ 0242-59-1400

消防職員募集 令和５年採用予定の職員を募集します。

１ 採用職種及び採用予定人数

職　種 採用予定人員 職　務　内　容

消防職員 ３名程度
　消防署等において、警防、予防、救急等の業務に従事します。男女とも原則
として深夜業を含む交替制勤務です。（６ケ月間の消防学校研修後、各所属に配
属されます。）

２ 受験資格（行政職）
　高校卒業程度の学力を有する方で、平成７年４月２日
　から平成 17 年４月１日までに生まれた者。
　身体の基準は、身体強健な者とする。

３ 試験申込書の請求
　消防本部、消防署、分署、出張所、市町村役場で交付
　します。消防本部のホームページ（http://www.119-
　aizu.jp）から受験案内及び試験申込書をダウンロード
　することができます。

４ 郵送を希望する場合
　封筒の表に「採用試験用紙請求」と朱書きし、
　120 円分の切手を貼った宛先明記の返信用封筒（Ａ
　4 判大）を必ず同封して、会津若松地方広域市町
　村圏整備組合消防本部総務課（〒 965-0131 会津
　若松市北会津町中荒井字諏訪前 11）へ送付してく
　ださい。

５ 受付期間
　令和４年７月 13 日㊌～令和４年８月 12 日㊎まで
　（執務時間中に限ります。執務時間８時 30 分から 17
　時 15 分まで）ただし、土曜日、日曜日及び祝日は除
　きます。
　郵便による申込書提出の場合は、令和４年８月 10 日
　㊌の消印のあるものまで受付けます。

６ 第１次試験
　と　き　令和４年９月１８日（日）
　ところ　教養試験 会津大学 / 体力試験 会津大学体育館
　※新型コロナウイルス感染症の影響により、採用試験
　の日程、会場等が変更される場合があります。その場
　合は、消防本部ホームページで周知するとともに、申
　込時の連絡先等に連絡いたします。

しぶしぶくん

環境研だより

一人ひとりができるゼロカーボンアクション

第 48 回

問国立環境研究所福島地域協働研究拠点　
　 地域環境創生研究室　☎ 0247（61）6572

〈筆者〉常盤   達彦（ときわ   たつひこ）

　三島町のみなさま、こんにちは。前回の環境研だ

よりでご紹介したとおり、5 月 26 日に三島町 2050

ゼロカーボン宣言が行われました。これは三島町ゼ

ロカーボンビジョンをもとに、森林を活かしながら

環境と調和した町づくりを目指す三島町の取組みを

広く PR するものです。この三島町ゼロカーボンビ

ジョンを見てみると、ゼロカーボンへの取組みとし

て「省エネ＆電化促進」「再エネの地産地消」「CO2

吸収源となる森林管理」の 3 つの大きな柱を立てて

います。今回は、その中から比較的ご家庭でも取り

組みやすい「省エネや電化の促進」について、環境

省が公開している「ゼロカーボンアクション 30」を

もとに見ていきたいと思います。

　「ゼロカーボンアクション 30」は環境省 HP( ※ 1) で

昨年 8 月に公開されたもので、2020 年 10 月の 2050

年カーボンニュートラル宣言を受けて設置された「国・

地方脱炭素実現会議」において、2021 年６月に取り

まとめられた「地域脱炭素ロードマップ」の中で、衣

食住・移動・買い物など日常生活における脱炭素行動

と暮らしにおけるメリットを整理したものになります。

※ 1：http://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/zc-

action30/

紹介されています。

　例えば、エネルギーの節約・転換の中にある「節

電」では、節電による光熱費の節約だけではなく、

火災等の事故予防や外出先から家電の遠隔操作がで

きるなどの利点も紹介されていて、脱炭素だけでな

く日々の暮らしにも良いことがあることがわかりま

す。

　なお、環境省 HP には各アクションの CO2 削減量

と全国の 20 代から 60 代の 800 人に聞いた、「やっ

てみたいアクション」のランキングが掲載されてい

たので一部を紹介します。

　まず、やってみたいゼロカーボンアクション（複

数回答有）では 3 位が「節電（54.8%）」、2 位が「節

水（55.3%）」、1 位が「食事を食べ残さない（55.4%）」

となりました。

　また、「大きな買い物だけど CO2 削減効果が高い

アクション！」では、「太陽光パネルの設置（1,275kg/

人）」や「エネルギー収支がゼロ以下になる家（ZEH）

（3,543kg/ 世帯）」、「電気自動車（242kg/ 人）」など

が挙げられており、各所で補助が受けられるものも

ありますので、車の買い換えやリフォームの際に選

択肢として検討されるのもよいかもしれません。

　三島町のゼロカーボン社会を実現するには、町民

のみなさまにゼロカーボンビジョンの考え方をより

身近に感じていただくことが必要不可欠です。今後

も個人でできる脱炭素に向けた取組みを介していき

たいと考えておりますので、ぜひ参考にしていただ

き、脱炭素行動に関心を持っていただければと思い

ます。

　ゼロカーボンアクション 30 はその名の通り 30 項

目の脱炭素行動が紹介されています。エネルギーの

節約・転換や食品ロスについてなど、いくつかにカ

テゴリー分けをされていて、それぞれ個人でも可能

な脱炭素行動とその行動による暮らしのメリットが

「ゼロカーボンアクション 30 の一覧」環境省 HP より

　この夏、福島拠点では環境をテー
マに参加者同士で対話をし、学び、
考える「環境カフェふくしま」を開
催する予定です。高校生以上の方
でしたら誰でも参加できますので
ご興味のある方はぜひ！
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　　　　　 県 立 宮 下 病 院 よ り　　　　　 社  会  福  祉  協  議  会  よ  り 

  問社会福祉協議会　☎（52）3344

町社会福祉協議会へのご寄附
（ご遺志によるもの）

小　松　順太郎　様（西　方）

渡　部　一　郎　様（川　井）

消 防 署 か ら の お 知 ら せ会 津 坂 下 警 察 署 か ら の お 知 ら せ

　三島町ケーブルテレビ　三
島通信で健康教室を放送中で
す。７月のテーマは「家庭で
できる食中毒予防」です。
　ぜひご覧ください。

問福島県立宮下病院　☎（52）2321

愛ばんしょ外来からのお知らせ

町の人口と世帯（６月１日現在）

町　か　ら　お　知　ら　せ

７月分納税のご案内
【納期限　８月１日㊊】

▼  固定資産税（第２期）

▼  国民健康保険税（第２期）

▼  介護保険料（普通徴収）（第２期）

忘れずに納付ください。

 問町民課  町民係  ☎（48）５５５５

お悔み申し上げます

小　柴　留　喜　様（92 才・高清水）
小　松　オツマ　様（98 才・西　方）
海老名　義　夫　様（78 才・桧　原）

　
　

Inform
ation

※住民基本台帳による数値です。増減数は前
月との比較、出生・死亡・転入・転出は前月 1
カ月間に届出のあった人数です。

人口 1,448

増
減
数

-9 出生 0

男 726 -5 死亡 6

女 722 -4 転入 1

世帯 710 -6 転出 4

大石田友遊サロン

７月４日㊊
社会見学

（裏磐梯方面）

高清水・小山いきい
きサロン

７月５日㊋
午前 10 時から
高清水集会所

サロンなごみ

７月６日㊌
午前 10 時から
西方ふるさとセンター

桧原はつらつクラブ

７月８日㊎　
社会見学

（裏磐梯方面）

大登サロン

７月 12 日㊋
午後１時 30 分から
大登生活改善センター

川井友愛サロン

７月 13 日㊌
社会見学

（裏磐梯方面）

浅岐あったかサロン

７月 13 日㊌
社会見学

（裏磐梯方面）

間方いきいきクラブ

７月 15 日㊎
社会見学

（裏磐梯方面）

滝谷和楽塾

７月 15 日㊎
社会見学

（裏磐梯方面）

サロンないり

７月 19 日㊋
社会見学

（裏磐梯方面）

ひまわりサロン

７月 19 日㊋
社会見学

（裏磐梯方面）

ほがらかサロン

７月 25 日㊊
午前 10 時から
森の校舎カタクリ

※新型コロナウイルス
　の感染状況により中
　止する場合もござい
　ますので、ご了承く
　ださい。

ご寄附ありがとうございました（５月分）

ふるさと納税
合　計　18 件　143,000 円

　
　

Inform
ation

問会津坂下消防署　三島出張所  
☎     （52）3032 ／ FAX（52）3033

熱中症に注意！！

７月１日～７月 31 日は
熱中症予防強化月間です

・受け答えや会話がおかしい
・体が熱い、けいれんする
・普段通り歩けない

それって詐欺かも！
インターネットの使い方に注意！

　パソコンやスマートフォンが普及したことに
よって、インターネットは私たちの生活になくて
はならない存在になりつつあります。
　仕事や買い物にと便利なインターネットです

自然に潜む危険 ･･･ 登山の注意事項

①一人で登らない
　万が一の負傷や滑落事故に備え、家族や友人と一
緒に登ること。
②登山計画書の作成
　登山の開始時間・下山時間・コース・装備品・メ
ンバー等をまとめた登山計画書を作成し、家族や職
場に提出すること。
③野生動物への対策
　ホイッスルや熊鈴を装備して遭遇を未然に防ぐほ
か、遭遇してしまった場合には、静かにゆっくりそ
の場を離れること。

問会津坂下警察署警務係　☎ 0242（83）3451

が、気をつけなければインターネッ
トを利用した詐欺の被害にあって
しまう可能性があることを忘れて
はいけません‼

市民後見人養成講座受講生募集
　認知症や知的障がい、精神障がいなどにより判断力
が低下した方々を支える制度の一つに成年後見制度が
あります。成年後見制度の必要な方は、今後ますます
増えると見込まれ、その担い手として、地域住民の方々
が後見人になる「市民後見人」が期待されています。
　右記により市民後見人養成講座を開講しますので、
関心のある方はまずは事前説明会へお越しください。

○事前説明会
　令和４年７月 31 日㊐ 10：00 ～ 12：00
　ピカリンホール（会津若松市北会津町）

  ８月 20 日㊏
  ９月   ３日㊏
  ９月 17 日㊏
10 月   １日㊏
10 月 15 日㊏
11 月   ５日㊏
11 月 19 日㊏

○費　用　
　受講料 10,000 円／テキスト代 7,480 円

○申込先
　特定非営利活動法人あいづ安心ネット事務局又は
三島町役場町民課保健福祉係へ電話、FAX、メール
にてお申込みください。

≪連絡先≫
○特定非営利活動法人あいづ安心ネット
　住所：福島県会津若松市西年貢 1 丁目４番 26 号
　電話：0242-23-9014　FAX：0242-23-9015
　メール：aizu-anshin-net@fmail.plala.or.jp
○三島町役場　町民課保健福祉係
　電話：0241-48-5565　FAX：0241-48-5544
　メール：fukushi@town.mishima.fukushima.jp

○講座日程

急いで救急車を要請してください。

➡

熱中症は予防が大事！
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令
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4

年
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発
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(毎

月
第

1
金

曜
日

発
行

)

が
、
事
の
本
質
と
し
て
見
え
る
時
が

あ
り
ま
す
。
本
屋
の
本
の
種
類
、
売

り
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
か
ら「
時
代（
今
）

や
、流
れ
」
が
見
え
る
の
は
確
か
で
す
。

　

人
生
す
べ
て
が
目
的
実
現
の
行
動

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
的
の
な
い
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
な
い
人
生
に
こ
そ
、
自

己
発
見
が
あ
る
と
考
え
る
時
も
あ
り

ま
す
。

　

ど
こ
の
本
屋
に
行
っ
て
も
、
Ｉ
Ｔ
・

Ｄ
Ｘ
・
経
済
・
地
方
創
生
・
歴
史
に

関
す
る
本
は
選
択
し
き
れ
な
い
程
あ

り
ま
す
が
、
農
林
業
の
振
興
等
の
専

門
書
は
本
当
に
少
な
い
で
す
。
都
市

問
題
は
、
農
林
業
の
問
題
で
も
あ
り
、

全
国
の
中
山
間
地
域
の
問
題
と
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　

都
市
の
問
題
が
大
き
な
課
題
な
ら
、

農
林
業
の
問
題
は
表
裏
一
体
の
も
の

で
あ
り
、
経
済
学
者
や
政
治
学
者
等

の
皆
さ
ん
が
都
市
と
地
方
を
分
断
す

る
の
で
は
な
く
、
関
係
性
の
あ
る
施

策
と
し
て
、
ま
た
共
生
で
き
る
国
の

形
を
創
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
都
市
と
農
山
村
が
循
環
す
る

仕
組
み
を
創
る
こ
と
が
「
幸
福
の
質
」

を
変
え
る
、
未
来
志
向
の
時
代
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成

　

養
老
孟
子
や
内
山
節
、
佐
伯
啓
思

な
ど
他
何
人
か
の
評
論
家
や
小
説
家

が
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
先
生
方
の

本
が
出
版
さ
れ
た
と
い
う
広
告
等
が

新
聞
で
紹
介
さ
れ
る
と
、
何
故
か
子

ど
も
時
代
に
帰
っ
た
よ
う
に
な
る
自

分
を
発
見
す
る
時
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
本
が
気
に
な
っ
て
、
早
速
、
本
屋

さ
ん
に
電
話
し
、
本
の
入
荷
状
況
を

確
認
し
ま
す
。
家
の
人
か
ら
は
「
ど

う
せ
、
買
っ
て
き
て
も
本
を
枕
に
し

て
寝
て
し
ま
う
か
、
読
ん
で
い
る
途

中
で
本
を
か
ぶ
せ
て
寝
て
し
ま
う
の

だ
か
ら
」
と
苦
言
を
呈
さ
れ
な
が
ら

も
、
そ
の
姿
勢
を
中
学
校
時
代
か
ら

変
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
に

と
っ
て
は
違
っ
た
空
間
を
創
る
仕
種

で
し
た
。

　

特
定
の
人
の
本
を
買
う
目
的
を

持
っ
て
本
屋
に
行
く
こ
と
も
至
福
の

時
で
あ
り
ま
す
。
会
津
若
松
の
本
屋

に
行
っ
て
も
、
最
低
１
時
間
は
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
考
え
る
と
「
ぶ
ら
っ
と
」
す
る

時
間
が
あ
っ
た
方
が
、
仕
事
の
充
実

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
時
間
は
、

放
電
で
は
な
く
、
充
電
の
時
間
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
「
ぶ
ら
り
、
ぶ
ら
り
」
と
歩
く
時
間

町
長
日
記

～
中
山
間
地
域
農
業
の
課
題
～

№ 81

　

三
島
小
６
年
生
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
一
環
で
、
町
を
Ｐ
Ｒ
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
自
作
し
、
町
の

よ
さ
を
広
く
発
信
し
よ
う
と
修
学
旅

行
先
で
自
分
た
ち
の
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
、
町
の
宿
や
食
や
景
色

な
ど
が
写
真
と
と
も
に
手
書
き
で
紹

介
さ
れ
、
児
童
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仙
台
松
島
方
面
へ
６
月
１
日
か
ら

一
泊
二
日
で
訪
れ
、
松
島
町
内
や
青

葉
城
址
な
ど
で
計
50
枚
ほ
ど
を
配
布

し
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
観
光
客
や

街
の
人
た
ち
か
ら
は
、「
と
て
も
よ

く
で
き
て
い
る
」
と
い
っ
た
感
想
が

聞
か
れ
、
児
童
た
ち
は
自
分
た
ち
の

活
動
へ
の
満
足
感
を
味
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
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